山梨県コンクール　一部　佳作賞
のこしてしまった、ごはんつぶ
北杜市立泉小学校二年　
　上田　留瑚　
わたしは、いつもおとうさんとおかあさんに「一つぶのこさず、食べなさい。」と言われます。頭ではわかっては、いるけれど、めんどくさいなと思ってしまいます。
わたしの家のまわりには、田んぼがたくさんあります。春から秋にかけて、学校のかえりみちや家のまどからお米ができるのを見ています。なえをうえる前にたがやしたり、なえをうえたあとはあつい日に水をいれたり、雨がふった日はとめたりしていました。でも、じぶんだけの田んぼに水をいっぱい入れるのではありません。みんなの田んぼにも水を入れるために、わたしがねているじかんに早おきしている人もいるそうです。
お米をつくっている人は、お米をつくるだけではなくて、川のそうじや草かりをしています。あつくてもあせをかきながら、日やけをしてまっ黒になっても、がんばっておしごとをしています。わたしは、あついのがすごくきらいです。でもお米をつくっている人はごはんを食べる人のために、あついところでがんばって、お米をそだてていて、すごいなと思いました。わたしはお米をつくっているのを見て、お米の一つぶ一つぶは、心がこもっているのだとしって、おちゃわんの中を一つぶのこさず食べようと思いました。
これからは、お米をつくってくれた人に、
「つくってくれて、ありがとう。」
を思いながら、食べるものを大切にしようと思いました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

